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要旨 

 日本語連体修飾節に見られるテンス・アスペクト形式は、しばしば対応する文に見ら

れるものと異なっている。この点で、日本語の連体修飾節は、例えば印欧語の関係節と

違いを見せる。本稿では、日本語の連体修飾節には時型と時制欠如型の二種類があると

主張する。前者はテンス・アスペクト形式に関して対応する文と異ならず、発話時点に

言及する副詞節と共起するが、後者はテンス・アスペクト形式に関して対応する文と異

なり、発話時点に言及する副詞節と共起しない。また、時制をもつ文において非過去を

あらわす「ル」と過去をあらわす「タ」は、時制をもたない文においてそれぞれ進行相

と完了相をあらわすことを示す。 

要旨と本文の間に１行改行＜必須＞ 

1. 日本語主節のテンスとアスペクト 

 日本語のテンスには、過去形（タ）と非過去形（ル）があり、アスペクトには完成相

（スル、シタ）と継続相（シテイル、シテイタ）がある（鈴木 1957、奥田 1977）。言語

によっては、進行と完了が異なるアスペクト形式であらわされるが、日本語においては

同じ形式であらわされているため、進行と完了の両方を含む継続相が完成相と対立する

形である1。例えば、英語においては進行は(1a)で見るように be と動詞の ing 形、完了は

(1b)で見るように have と動詞の過去分詞形という異なる形式であらわされるが、日本語

では(2a)、(2b)で見るように、同じシテイルという形式であらわされる。 

＜例文の前後の改行はオプション＞ 

1(a) She is running. 

(b) She has already run this course twice. 
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1 完了(Perfective)と完成(Perfect)というアスペクトに関わる概念は、混同されることも多

いが、ここでは Comrie (1976)の区別に従う。 
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